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　令和 4 年 5 月 13 日㈮、松原市役所 8 階大会議室において、令和

4 年度松原市老人クラブ連合会（元希者クラブ松原）総会が開催さ

れました。

　式典は辻村副会長による開会宣言で幕を明け、物故者への黙とうの

後、縄田会長があいさつを行いました。次いで、来賓の澤井市長、池

内市議会議長、社会福祉協議会の堤会長から祝辞をいただき、市老

連役員の紹介、感謝状贈呈、単位クラブ新会長紹介と続きました。

　感謝状贈呈では、新堂東白寿会の森迫会長が代表して登壇。出席

者から温かい拍手が送られました。

　その後、松原第 2 連合の喜多豊子さん

が議長に選出され議事が開始。令和 3 年

度事業報告、決算報告、会計監査報告、

令和 4 年度事業計画（案）、予算（案）

がそれぞれ審議され、すべての議案が賛

成多数の拍手をもって承認されました。

　

五
月
十
三
日
、
令
和
四
年
度
総

会
を
松
原
市
長
・
市
議
会
議
長
・

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
お
迎
え

し
、
三
年
越
し
に
開
催
で
き
非
常

に
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。
足
元
の

悪
い
中
、
会
員
さ
ん
も
続
々
と
出

席
を
賜
り
、
定
刻
通
り
開
催
し
、

九
〇
%
以
上
の
会
員
さ
ん
を
も
っ

て
盛
会
に
終
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
た
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
第
五
波
に
よ
り
順
延

し
、
無
観
客
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
中
、
連
合
会
に
あ
っ
て

も
、
活
動
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
は
外

出
自
粛
を
促
し
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
今
年
三
月
に
は

諸
々
の
規
制
も
解
除
さ
れ
、
各
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
て
も
門

戸
を
開
放
し
活
動
を
始
め
ま
し

た
、
し
か
し
長
い
自
粛
の
影
響
で

⋮
元
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
・
同

好
会
は
今
一
つ
淋
し
く
、
本
来

あ
っ
た
活
気
や
生
気
が
失
わ
れ
て

物
足
り
な
く
感
じ
て
い
ま
す
。
各

連
合
も
令
和
四
年
度
は
切
磋
琢
磨

し
、
以
前
の
よ
う
に
笑
い
の
絶
え

な
い
連
合
に
戻
る
よ
う
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
会
員

増
強
に
力
を
傾
注
し
「
＋
1
︵
プ

ラ
ス
ワ
ン
︶
友
だ
ち
入
会
作
戦
」

の
推
進
に
S
C
大
阪
と
歩
調
を
合

わ
せ
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
規
事
業
「
公
式
輪
投
げ
」
を
行

い
ま
す
。
た
か
が
輪
投
げ
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
公
式
輪
投
げ
に
は

諸
々
の
ル
ー
ル
が
あ
り
脳
の
活
性

化
に
は
最
高
の
競
技
で
す
。
脳
の

基
幹
司
令
塔
を
刺
激
し
ま
す
。
共

に
頑
張
り
、
健
康
寿
命
延
伸
を
図

り
、
巣
籠
の
脱
殻
に
も
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
、
元
希
者
ク
ラ
ブ

の
底
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

元
希
者
ク
ラ
ブ
松
原

会
長
　
縄
田
　
　
榮

令
和
４
年
度
総
会
を
終
え
て
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役　　職 地 区 役 職 氏　　名

会 　 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 縄田　　榮

副 会 長 松原第３連合会長 ･ 理事 辻村　一夫

副 会 長 兼 会 計 天美東連合会長 ･ 理事 設楽　豊一

副 会 長 新町第 2 連合会長 ･ 理事 山本　壽夫

副 会 長 松原第２連合会長・理事 作田　　修

書 　 記 恵 我 連 合 会 長・ 理 事 岡嶋　清一

総 務 部 長 天 美 東 連 合 理 事 長谷川修一

総 務 副 部 長 恵 我 連 合 理 事 高根沢林作

総 務 副 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 田渕　良一

文 化 部 長 松 原 第 １ 連 合 理 事 小林　良子

文 化 副 部 長 天 美 西 連 合 理 事 夏野　　薫

文 化 副 部 長 恵 我 連 合 理 事 山本　繁義

体 育 部 長 松原第１連合会長・理事 山本　和男

体 育 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 橋本　清一

体 育 副 部 長 三 宅 連 合 理 事 池田　　明

広 報 部 長 三 宅 連 合 会 長・ 理 事 米田　　剛

広 報 副 部 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 小谷　洋一

広 報 副 部 長 天 美 東 連 合 理 事 坂田　繁数

社 会 部 長 新町第 1 連合会長 ･ 理事 土井　恒雄

社 会 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 中西　孝吉

保 健 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 中村　嘉男

保 健 副 部 長 天 美 西 連 合 理 事 松田　勝治

介 護 予 防 部 長 天美西連合会長・理事 北田　　茂

女 性 部 長 新 町 第 １ 連 合 理 事 空山美喜子

女 性 副 部 長 新 町 第 ２ 連 合 理 事 竹田　愃子

若 手 部 長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 浅田　吉治

若 手 副 部 長 三 宅 連 合 会 長 ･ 理 事 米田　　剛

若 手 副 部 長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 新出　利幸

ニューチャレンジ開発部長 松 原 第 ３ 連 合 理 事 水野　清美

ニューチャレンジ開発副部長 松 原 第 ２ 連 合 理 事 喜多　豊子

会 計 監 査 三 宅 連 合 三木　健次

会 計 監 査 天 美 西 連 合 小杉　武雄

（自令和4年4月1日　至令和5年3月31日）

役員会・定例12回 ／ 理事会・定例12回 ／  総会・ 1 回

市 老 連 関 係 府 老 連 関 係

４月
令和 3 年度会計監査 「ねんりんOSAKA」発行（1日）

市町村老連事務担当者会議（15日）

５月

総会
囲碁・将棋大会
グラウンドゴルフ大会
介護予防教室（つるかめ苑）

市町村老連女性代表者会議（10日）
理事会（13日）
評議員会（27日）
ごみゼロの日（30日）

６月
元希者クラブの集い（文化会館）
介護予防教室（天美荘）

近畿ブロックリーダー研修会
（大阪府30日）

７月
「元希者だより」発行
介護予防教室（弁天苑）

「ねんりんOSAKA」発行（１日）
SC大阪市町村老連若手代表者研修会

（6日）

８月
会員増員促進活動
笑いある健康教室（まつばらテラス（輝））

理事会（18日）
市町村老連会長会議（18日）

９月

元希者作品展
秋の交通安全市民大会
地域支え合い事業
市老連ウォーキング
介護予防講座（まつばらテラス（輝））

府老人クラブ大会（1日）
老人の日（15日）
老人週間（15～21日）
全国一斉「社会奉仕の日」（20日）
SC大阪健康づくり大学校開講式（30日）

10月

カラオケ大会（文化会館）
元希者クラブ松原スポーツ大会
市民まつり
自転車競技大会練習
自転車競技大会
大阪府交通安全高齢者自転車大会
全国地域安全運動松原大会
介護予防教室（三宅連合）

「ねんりんOSAKA」発行（１日）
SC大阪グラウンドゴルフ大会（13日）
SC大阪地域支え合い活動研修会（27日）

11月

SC 大阪グラウンドゴルフ大会
元希者クラブ松原グラウンドゴルフ交流会
地域支え合い事業
介護予防部施設見学
介護予防教室（恵寿苑）

全老連創立60周年記念 
　全国老人クラブ大会(8日）
SC大阪ニュースポーツ体験交流会(18日）
SC大阪健康づくり大学校閉講式（25日）

12月
介護予防部研修会 SC大阪公式ワナゲ大会（9日）

令和5年

１月

「元希者だより」発行
ウォーキング（六社参り）
元希者エクササイズ応援隊研修会
介護予防教室（新町福寿苑）

「ねんりんOSAKA」発行（1日）
理事会（13日）
市町村老連会長会議（13日）

２月
笑いと健康体操（まつばらテラス（輝））
介護予防教室（天美荘）
介護予防部研修会

市町村老連女性代表者会議（10日）
SC大阪市町村老連女性リーダー研修

（10日）

３月 理事会（予算・事業計画）（24日）

通年

部会　　総務部会
　　　　文化部会
　　　　体育部会
　　　　広報部会
　　　　社会部会
　　　　保健部会
　　　　介護予防部会
　　　　女性部会
　　　　若手部会
　　　　ニューチャレンジ開発部会

連  合  名 単 位 ク ラ ブ 名 氏　　名

松原第一連合 新 堂 東 白 寿 会 森迫　孔征

松原第二連合 上 田 第 一 南 長 寿 会 松川　和之

松原第二連合 高 見 元 町 第 一 長 生 会 土師　陽子

松原第二連合 高 見 第 一 実 年 会 竹生　永吉

天 美 西 連 合 堀 第 二 長 栄 会 小笠原ミチ子

新町第二連合 更 池 第 六 鶴 亀 会 藤島　　剛

三 宅 連 合 三 宅 白 石 き ら く 会 中村　一男

三 宅 連 合 三 宅 東 長 田 き ら く 会 松井　一夫

令和4年度 感謝状贈呈者（敬称略）

令和4年度 元希者クラブ松原役職名簿

令和4年度 元希者クラブ松原事業計画
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◆
保
健
部

◆
女
性
部

◆
若
手
部

◆
ニ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

開
発
部

◆
介
護
予
防
部

◆
社
会
部

◆
執
行
部

◆
総
務
部

◆
文
化
部

◆
体
育
部

◆
広
報
部

役員改選により、各部会ともに新体制が整いました。

引き続きご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

※一部、総会欠席者を除く※一部、総会欠席者を除く

令和4年度

　元希者クラブ松原各部会紹介
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大
正
十
一
年
生
ま
れ
の

雑
賀
松
枝
さ
ん
。
一
世
紀

と
い
う
長
い
年
月
を
生

き
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
の

は
、
非
常
に
貴
重
な
こ
と

で
す
。

　

三
西
き
ら
く
会
、
会
長

の
米
田
夫
婦
が
「
百
寿
の

祝
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

伝
え
に
、
雑
賀
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

家
族
の
方
と
一
緒
に
笑

顔
を
み
せ
て
く
だ
さ
っ
た
松

枝
さ
ん
。「
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
、
歌
番
組
が
楽
し
み
」
だ

そ
う
で
す
。

　

と
っ
て
も
元
気
で
、
笑
顔

も
ス
テ
キ
。
人
生
を
重
ね
て

き
た
紀
寿
を
感
じ
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
「
目
標
に
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
」
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
健
や

か
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
池
田
　
　
明
）

四
月
二
十
六
日
㈫
き
ら
く

会
役
員
会
に
お
い
て
、
令
和

四
年
度
総
会
の
開
催
是
非
に

つ
い
て
討
議
し
た
結
果
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
や
る
べ

き
だ
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
こ
の
時
期
に

や
る
の
は
ど
う
か
思
案
す
る

方
が
多
数
を
占
め
、
総
会
開

催
は
中
止
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
も
う
三
年
に
な

り
ま
す
。
年
度
毎
の
議
案
書

は
配
布
し
、
中
止
に
は
ご
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、

当
然
総
会
も
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
し
、
役
員
も
少
し

で
は
あ
り
ま
す
が
変
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

総
会
時
の
役
員

の
持
ち
場
や
担
当

も
よ
く
理
解
で
き

て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
今
年
は
総

会
は
中
止
と
す
る

が
役
員
の
経
験
を

積
む
意
味
で
も
模

擬
総
会
を
や
っ

て
は
の
意
見
が
あ

り
、
そ
れ
で
は
役

員
だ
け
で
総
会
を

や
ろ
う
と
言
う
こ

と
に
な
り
、
五
月

二
十
日
㈮
三
宅
公

民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
満
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
コ
ロ
ナ
禍
の
折
で
す
の
で

御
了
承
ね
が
い
ま
す
。

　

当
日
議
論
さ
れ
た
の
は
会

員
増
強
拡
大
活
動
で
す
。
具

体
的
に
ど
う
す
れ
ば
会
員
さ

ん
を
増
員
で
き
る
の
か
、
す

で
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
、

こ
れ
以
上
は
も
う
、
無
理
で

す
。
と
、
お
っ
し
ゃ
る
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
奥

さ
ん
は
加
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
て
も
ご
主
人
は
ま
だ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
に
目
を
つ
け
ま
し
た
。

　

元
希
者
カ
フ
ェ
の
開
催
に

つ
い
て
は
議
案
書
に
も
触
れ

て
あ
り
ま
す
が
、
「
も
っ
と

近
く
で
や
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
の
に
な
」
の
声
が
多
く

あ
っ
た
か
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
相
談
し
た
結
果
、
三

宅
で
も
や
り
ま
し
ょ
う
の
ご

返
事
を
頂
き
ま
し
た
の
で
三

宅
公
民
館
で
や
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
叉

の
機
会
に
報
告
し
ま
す
。

◆
ご
み
ゼ
ロ
の
日

（
五ご

月
三み

十ゼ
ロ

日
）

　

五
月
三
十
日
は
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
推
奨
の
ご
み

ゼ
ロ
の
日
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
三
宅
連
合
で
も
こ
れ
に

合
わ
せ
て
屯
倉
神
社
︵
三
宅

神
社
︶
の
清
掃
を
毎
年
き
ら

く
会
の
年
中
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者

は
毎
年
三
十
五
名
～
四
十
名

ほ
ど
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

（
三
宅
連
合
　
広
報
部
）

　

五
月
十
八
日
㈬
、
三
宅
小

学
校
「
集
団
下
校
訓
練
」
に

き
ら
く
会
二
十
八
名
の
参
加

で
協
力
し
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
が
入
学
し
た
四

月
か
ら
、
一
学
期
終
了
ま
で

の
間
が
、
子
ど
も
の
交
通
事

故
が
最
も
多
い
時
期
だ
そ
う

で
す
。

　

学
校
前
の
南
北
の
道
路
は

狭
く
車
輛
も
増
え
、
日
常
か

ら
交
通
事
故
に
合
わ
な
い

か
、
心
配
な
通
学
路
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
で
の
訓
練
、

子
ど
も
た
ち
は
、
地
区
ご
と

に
先
生
を
先
頭
に
、
集
団
で

通
学
路
を
、
車
に
気
を
つ
け

な
が
ら
歩
い
て
帰
り
ま
す
。

　

き
ら
く
会
の
メ
ン
バ
ー

も
、
地
区
ご
と
に
、
子
ど
も

た
ち
の
前
後
に
つ
き
、
安
全

確
認
を
し
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
素
は
、
学
校
正

門
前
で
、
児
童
を
守
る
「
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
、

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

ば
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

（
三
宅
連
合
　
広
報
部
）

（
池
田
　
　
明
）

三宅連合きらく会《8単位クラブ・355人》

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に

百
歳
「
百
寿
の
祝
い
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

令
和
四
年
度　

三
宅
連
合
総
会

役
員
出
席
の
も
と
、
模
擬
総
会
を
開
催
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新
町
第
二
連
合
︵
つ
る
か

め
会
︶
で
は
、
令
和
四
年
五

月
五
日
㈭
か
ら
五
月
六
日
㈮

白
浜
温
泉
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア

宿
泊
の
旅
を
行
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
旅
行
も
コ
ロ
ナ
禍

の
中
二
年
間
中
止
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
募
集
を

か
け
て
三
十
二
名
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
申
し
込

み
の
際
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

済
証
を
添
付
し
申
し
込
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
近
く
で
あ
ま
り
行
き

な
れ
な
い
岸
和
田
の
だ
ん
じ

り
会
館
、
世
界
遺
産
登
録
、

鬪
雞
神
社
、
水
間
観
音
参
拝

し
て
み
ん
な
久
し
振
り
の
旅

行
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。

（
山
本
　
壽
夫
）

　

五
月
十
五
日
㈰
、
松
原
市

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

　

四
十
一
団
体
、
一
一
五
人

が
市
役
所
に
集
合
し
、
各
コ

ー
ス
に
わ
か
れ
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
老
連
か
ら
も
つ
る
か
め

苑
の
三
人
参
加
し
ま
し
た
。

（
山
本
　
壽
夫
）

　

つ
る
か
め
苑
の
バ
ン
パ
ー

プ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
約
十
人

の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

バ
ン
パ
ー
プ
ー
ル
は
ビ

リ
ヤ
ー
ド
が
基
に
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
テ
ー

ブ
ル
上
の
障
害
物
︵
ク
ッ

シ
ョ
ン
︶
を
活
用
し
な
が
ら
、

自
分
の
持
ち
ボ
ー
ル
5
個
を

相
手
側
に
あ
る
ホ
ー
ル
に
先

に
落
と
し
た
方
が
勝
ち
と
な

る
ゲ
ー
ム
で
す
。
知
的
な
戦

略
と
上
手
く
玉
を
落
と
す
技

術
が
必
要
な
の
で
、
ほ
ど
よ

く
頭
と
体
を
使
い
ま
す
。

　

つ
る
か
め
苑
で

は
、
週
に
三
回
の
バ

ン
パ
ー
教
室
や
奇
数

月
に
行
わ
れ
る
大
会

︵
年
五
回
ほ
ど
開
催
︶

を
通
し
て
、
皆
で
楽

し
く
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。
誰
で
も
気

軽
に
始
め
ら
れ
る
の

で
、
ご
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
ぜ
ひ
一

度
、
見
学
・
体
験
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

メ
ン
バ
ー
皆
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
山
本
　
壽
夫
）

新町第２連合（つるかめ苑）《6単位クラブ・283人》

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く
交
流
！

バ
ン
バ
ー
プ
ー
ル
ク
ラ
ブ
！

新
町
第
二
連
合
親
睦
旅
行

　

白
浜
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
宿
泊
の
旅

松
原
市
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
！

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
三
年
ぶ
り
に
取
り
組
む

ご興味を持たれた方は

お気軽にお問い合わせください！

つるかめ苑

　南新町3-3-12

　☎ 072-336-0516
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城
連
寺
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は

四
月
十
一
日
、
二
年
ぶ
り
に
「
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
全
員
が
検
温
消
毒
と

マ
ス
ク
で
、
従
来
の
よ
う
に
お

茶
菓
子
と
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲

み
物
で
お
し
ゃ
べ
り
と
い
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

結
城
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

の
演
奏
で
四
月
生
ま
れ
の
方
の

お
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

次
に
、
松
永
明
子
さ
ん
に
よ
る

民
謡
と
三
味
線
。
楽
し
い
朋
ち

ゃ
ん
の
ト
ー
ク
に
、
マ
ス
ク
ご

し
に
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
打
ち
合
わ
せ
が
あ
っ
た

か
の
よ
う
な
軽
妙
な
「
修
ち
ゃ

ん
」
と
の
や
り
取
り
や
全
員
で

「
お
座
敷
小
唄
」
を
歌
い
、
新

入
会
員
の
佐
藤
さ
ん
・
野
口
さ

ん
の
紹
介
な
ど
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
お
弁
当
を
持
っ

て
帰
っ
て
い
た
だ
く
形
を
取

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
し

ば
ら
く
今
回
の
よ
う
な
や
り

方
で
開
催
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
七
十
五
名
の
参

加
が
あ
り
公
民
館
で
は
ち
ょ

っ
と
狭
い
の
で
、
次
回
か
ら

城
連
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

（
城
連
寺
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
坂
田
　
繁
数
）

　

六
月
八
日
㈬
、
弁
天
苑
に
天

美
南
小
学
校
三
年
生
六
十
人
が

来
苑
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

元
希
者
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
囲

碁
・
将
棋
・
バ
ン
パ
ー
の
四
組

に
分
か
れ
て
、
苑
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し

く
交
流
し
ま
し
た
。

（
天
美
東
連
合
　
設
樂
　
豊
一
）

天

美

東

連

合

　

昨
年
開
催
出
来
な
か
っ
た
鏡

開
き
を
、
今
年
は
一
月
十
三
日

に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め

出
来
る
だ
け
座
席
の
間
隔
を
広

く
、
二
人
用
机
の
中
央
に
遮
断

ボ
ー
ド
を
取
り
付
け
た
り
、
分

散
し
て
来
苑
し
て
頂
け
る
よ
う

に
、
時
間
帯
を
長
く
し
た
り
工

夫
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
来
苑
者
が
少
な
い

の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

七
十
名
余
り
の
会
員
さ
ん
が

三
々
五
々
時
間
帯
を
分
散
し
て

来
苑
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぜ
ん

ざ
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
、
お
互

い
に
元
気
な
顔
を
拝
見
し
て
歓

声
を
あ
げ
た
り
、
感
動
し
た
り
、

年
賀
交
換
等
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
徐
々

に
活
発
に
な
っ
て
来
ま
し
た

が
、
今
年
は
苑
全
体
の
会
員
を

対
象
に
し
た
催
し
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
新
町
第
一
連
合
　
広
報
部
）

　

師
走
の
足
音
が
迫
る
十
一
月

二
十
八
日
、
芝
敬
友
会
の
二
年

ぶ
り
の
食
事
会
が
芝
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
名
を

越
す
会
員
の
方
々
が
参
加
。
検

温
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
を
守
り
、

座
席
も
十
分
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

と
り
、
又
換
気
に
も
気
を
配
り

な
が
ら
の
食
事
会
で
す
。
寒
く

な
ら
な
い
う
ち
に
と
急
ご
し
ら

え
の
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
元
気
な
姿
に
安
堵
致
し

ま
し
た
。

　

大
倉
会
長
は
就
任
後
は
じ
め

て
の
催
事
で
し
た
が
、
自
ら
工

夫
さ
れ
た
「
な
ぞ
な
ぞ
」
ク
イ

ズ
で
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
。
松
茸

ご
飯
の
お
弁
当
に
熱
い
お
茶
、

み
か
ん
も
付
い
て
の
昼
食
、
ま

た
町
会
関
係
の
方
々
の
ご
支
援

の
も
と
終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー

ド
で
す
。
午
後
か
ら
は
「
ビ
ン

ゴ
」
ゲ
ー
ム
で
尚
一
段
と
盛
り

上
り
、
お
土
産
を
手
に
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
し
ば
ら
く
は
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
気
掛
か
り
で
す

が
、
次
回
も
開
催
出
来
る
こ
と

を
役
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

（
芝
敬
友
会
　
角
田
ス
ミ
子
）

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

鏡
開
き

食
事
会

新

町

第

一

連

合

天

美

西

連

合

（
新
町
福
寿
苑
）

（

弁

天

苑

）

（

天

美

荘

）

丸
二
年
ぶ
り
の

﹁
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
﹂

に
七
十
五
名
が
参
加

小
学
生
と
の
交
流
会

★
各
連
合
・
苑
・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
紹
介
！

★
世
代
間
交
流
、
学
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
活
発
で
す
！

（
芝
敬
友
会
　
角
田
ス
ミ
子
）

新型コロナウイルス集団感染防止

避けましょう！

を

3つの ◆換気の悪い密閉空間

◆多数が集まる密集場所

◆間近で会話や発声をする

密接場面
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河
合
小
学
校
の
第
二
グ
ラ
ン

ド
は
、
約
一
二
〇
〇
㎡
が
全
面

芝
生
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

芝
生
の
管
理
を
、
河
合
小
学
校

区
の
各
町
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等

十
六
団
体
で
構
成
す
る
、
芝
生

管
理
委
員
会
が
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

芝
生
管
理
委
員
会
は
平
成

二
十
一
年
八
月
設
立
、
平
成

二
十
二
年
三
月
活
動
開
始
で

す
。
以
来
学
校
を
中
心
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
十
二
年

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と

し
て
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月

三
日
、
大
阪
の
松
井
知
事
か
ら

「
お
お
さ
か
芝
生
優
秀
賞
」
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
先
輩

か
ら
引
き
継
い
で
、
校
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
、
十
年

以
上
芝
生
管
理
委
員
会
に
所
属

し
、
年
間
約
二
十
日
、
芝
生
作

業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
当
日
は
、
四
十
人
前

後
の
老
若
男
女
が
集
い
、
一

時
間
位
作
業
し
ま
す
。
広
い

場
所
で
、
日
常
の
生
活
で
は

経
験
出
来
な
い
雑
草
を
抜
い

た
り
、
手
押
し
の
芝
刈
り
機

を
使
用
し
て
、
伸
び
た
芝
生

を
短
か
く
刈
り
取
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
間
、
小
学
生
か

ら
我
々
高
齢
者
迄
、
世
代
の

異
な
る
人
と
交
流
が
有
り
、

楽
し
い
時
間
で
す
。
夏
は
太

陽
に
照
り
つ
け
ら
れ
て
、
汗

だ
く
に
な
り
ま
す
が
、
交
替
で

木
陰
で
休
憩
し
な
が
ら
作
業
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
御
存
じ
で

し
た
か
、
芝
生
に
も
肥
料
を
施

す
の
で
す
よ
。

　

又
十
月
に
は
、
種
蒔
き
も
し

ま
す
。
種
を
蒔
い
た
後
は
、
鳥

に
食
べ
ら
れ
な
い
様
に
、
通
気

性
の
有
る
シ
ー
ト
で
覆
い
ま

す
。
一
月
後
シ
ー
ト
を
除
い
た

ら
、
立
派
な
芝
が
生
え
て
い
る

ん
で
す
よ
。

　

以
上
芝
生
作
業
の
概
略
を
書

い
て
み
ま
し
た
。
私
も
老
い
の

体
に
ム
チ
打
ち
な
が
ら
も
う
少

し
こ
の
作
業
を
続
け
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
河
合
幸
友
会
　
高
瀬
　
精
二
）

　

私
達
の
活
動
地
域
は
高
見
の

里
地
域
に
あ
る
幸
福
町
会
の
中

で
す
。
町
会
の
中
に
は
地
蔵
尊

が
あ
り
、
そ
の
周
辺
の
清
掃
活

動
を
年
中
当
番
を
決
め

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
中
に
は
信

仰
心
の
篤
い
方
も
多
く

居
ら
れ
、
地
蔵
尊
や
そ

の
周
辺
が
い
つ
も
き
れ

い
に
清
掃
さ
れ
て
い
る

の
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
年
続
け
て
い
る

清
掃
活
動
も
お
世
話
す

る
方
の
年
齢
も
高
齢
化

し
て
清
掃
の
回
数
や
時

間
の
調
整
を
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
将

来
の
事
は
予
想
出
来
ま

せ
ん
が
、
こ
の
作
業
が
続
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
ら
町
会
へ
の
切

替
を
し
て
行
く
事
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
メ
ン

バ
ー
で
出
来
る
か
ぎ
り
頑
張
る

つ
も
り
で
す
。

　

我
々
の
別
の
グ
ル
ー
プ
は
地

域
見
守
り
の
一
環
と
し
て
、
西

小
学
校
の
登
下
校
時
の
安
全
見

守
り
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
最

近
の
生
徒
数
も
年
々
減
少
し
て

来
て
い
る
の
と
、
見
守
り
の
メ

ン
バ
ー
も
高
齢
化
し
て
来
ま
し

た
。
で
も
、
朝
早
く
か
ら
の
立

会
は
健
康
の
為
に
も
良
い
し
、

元
気
な
子
供
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
出
来
て
、
逆
に

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
様
な
活
動
の
為
に
普
段
か
ら

健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
無
理

を
し
な
い
様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
出
来
る
だ
け
長
く
子
供
達
と

の
つ
な
が
り
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
持
は

い
つ
も
青
年
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
高
見
の
里
福
寿
会

　
中
村
　
嘉
男
）

地
域
活
動
に
つ
い
て

芝
生
作
業
に参

加
し
て

松

原

第

二

連

合
（

高

見

苑

）
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　初夏の青空の下、松原市民運動広場にて第 27 回元希者

クラブ松原グラウンド・ゴルフ大会を開催し、総勢 192

人が出場しました。開会式で縄田会長は「熱中症に気を

つけて、頑張ってください」と選手を激励。

　プレー中はグラウンドのあちらこちらから、「ナイスシ

ョット！」「あ～惜しい！」といった声が聞こえ、出場者

同士交流を楽しみながら、爽やかな汗を流しました。

（体育部）

　弁天苑・天美図書館が近鉄河内天美駅近くに移転オープンし、開館

式が催されました。式典は澤井市長、美濃教育長のあいさつで始まり、

池内市議会議長、縄田市老連会長の祝辞、来賓紹介を経て、開館を記

念してのテープカットが行われました。

　図書館はバリアフ

リー化で利用しやす

く、弁天苑は地域の

高齢者が囲碁やカラ

オケなどを楽しみ交

流を深めることがで

きます。

　松原市文化会館で「2022 年度 第 1 回松原市元希者

の集い」（全 3 部）が開催され、826 人の元希者（元希

者エクササイズ応援隊含む）が憩いのひと時を過ごしました。

　主催者代表の澤井市長、縄田会長はじめ来賓の方々のあいさつに続

き、まずは Mr. オクチさんがコメディマジックを披露。巧みな話術

と手品で会場を笑いと感動で包みました。続く歌謡ショーでは、演歌

歌手の石原詢子さんが登場し、代表曲「みれん酒」「しあわせの花」

などを歌唱。観客は手拍子や拍手で応えるなど、石原さんの歌声に酔

いしれました。

　また、式典とア

トラクションの合

間には、元希者ク

ラブ松原から元希

者エクササイズ応

援隊が出演し、元

気いっぱいにエク

ササイズを行いま

した。

優　勝　松原第３連合

準優勝　新町第１連合

2/1
火曜日

　松原市文化会館で「2022 年度 第 1 回松原市元希者

の集い」（全 3 部）が開催され、826 人の元希者（元希

5/19
木曜日

5/25
水曜日

弁天苑・天美図書館　開館式2022年度 第1回 松原市元希者の集い

第27回 元希者クラブ松原 グラウンド・ゴルフ大会

大

会

結

果

団体の部

優　勝　上田　恭巳（松原第２）

準優勝　浜野　雅博（松原第３）

第３位　弘田　五男（松原第２）

※敬称略個人の部
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　2 月に移転オー

プ ン し た 弁 天 苑

で令和 4 年度元希者クラブ松

原囲碁・将棋大会が開催され、

26 人（囲碁の部 16 人、将棋

の部 10 人）が出場しました。

　対局中、出場者は時折難し

い顔を見せたり、笑顔を見せ

たりしながら、盤上で熱い戦

いを繰り広げました。また、終局後は対戦相手と戦局を振り返ったり、

他の対局を観戦したりするなど、出場者同士交流する姿も見られ、皆

さん最後まで大会を楽しまれま

した。　　　　　　　（文化部）

　2 月に移転オー

プ ン し た 弁 天 苑

5/31
火曜日

令和4年度 元希者クラブ松原 囲碁・将棋大会

第15回 元希者クラブ松原 卓球大会健康の集い

大

会

結

果

【有段者】

優　勝　中野　順次（松原第2）

準優勝　野口　繁久（天美東）

【級位者】

優　勝　福島　喜利（天美東）

準優勝　麓　　　潔（天美東）

囲碁の部 ※敬称略

【有段者】

優　勝　大塚　照雄（松原第2）

準優勝　香川　　修（三　宅）

【級位者】

優　勝　鞆津　正則（松原第2）

準優勝　保田　　清（天美東）

※敬称略将棋の部

　老人クラブの行事も、徐々に開催されはじめました。

若手部主催の卓球大会も 6 月 9 日㈭に行いました。各

苑対抗戦でミックスダブルス、男女ペアで行います。日頃の練習及び

練習試合より熱が入っていました。

　1 回戦で負けると敗者復活戦に出場でき、3 位をねらえます。卓球

は白球を目で追い打

球の速さは 150 キ

ロ以上のスピードと

聞いております。脳

トレーニングになり

ボケ防止にもつなが

ります。皆様、卓球

を行い健康で文化的

な生活を送れる様、

がんばりましょう。

（松楽会　若手部

浅田　吉治）

　6 月 10 日㈮、まつばらテラス（輝）で 78 名の参加

のもと、大阪ガスグループ福祉財団の協力により健康の

集いを開催しました。

　講師の濱田先生のご指導により有酸素運動・ストレッチング、筋力

トレーニングを行い、皆で頭と体を動かし、適当な汗を流しました。

　運動することを習慣にし、体調に合わせて無理せずに続ける事が、

生活体力（日常生活でよくする動作を行う能力）の維持増進につなが

ると仰っていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（女性部）

　老人クラブの行事も、徐々に開催されはじめました。

若手部主催の卓球大会も 6 月 9 日㈭に行いました。各

6/9
木曜日

　6 月 10 日㈮、まつばらテラス（輝）で 78 名の参加

のもと、大阪ガスグループ福祉財団の協力により健康の

6/10
金曜日

優　勝　松寿苑

準優勝　恵寿苑

第３位　高見苑

大

会

結

果
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若
か
り
し
頃
、
息
子
が
小
学

三
年
生
に
な
っ
た
年
に
妻
と
一

緒
に
松
原
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

に
入
団
。
妻
は
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

の
デ
ン
マ
ザ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
第
一
団
と
第
二
団

と
二
つ
の
団
が
あ
り
、
私
達
は

第
二
団
に
入
隊
し
ま
し
た
。
当

時
の
隊
長
は
、
第
一
団
が
日
上

隊
長
、
第
二
団
が
城
隊
長
で
し

た
。
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ

等
に
も
会
社
勤
め
の
傍
ら
積
極

的
に
行
事
に
参
加
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
特
に
想
い
出
す
の
は
、
二

上
山
・
葛
城
山
・
金
剛
山
の
登

山
で
し
た
。
冬
の
雪
中
登
山
靴

に
荒
縄
を
巻
き
な
が
ら
の
登
山

も
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く
想

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

又
年
末
に
河
内
松
原
駅
よ
り

河
内
長
野
行
き
の
終
電
に
乗

り
、
滝
谷
不
動
駅
で
下
車
。
始

発
の
河
内
長
野
駅
迄
の
夜
間
訓

練
で
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が
ら

延
明
寺
に
て
デ
ン
マ
ザ
ー
の
方

が
作
っ
て
い
た
だ
い
た
夜
食
を

た
べ
、
阿
倍
野
橋
駅
行
き
の
始

発
に
乗
り
帰
途
に
つ
い
た
こ
と

も
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。

　

又
当
時
第
二
団
の
団
長
で
あ

っ
た
㈱
コ
ー
マ
の
吉
村
さ
ん
に

は
随
分
と
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
免
許
も
車
も
な
か
っ
た
私

を
ゴ
ル
フ
に
誘
っ
て
い
た
だ

き
、
三
重
県
の
榊
原
カ
ン
ト
リ

ー
や
島
个
原
カ
ン
ト
リ
ー
等
に

乗
せ
て
も
ら
い
、
又
帰
宅
時
に

は
吉
村
邸
に
て
麻
雀
を
し
て
い

た
こ
と
も
懐
か
し
く
想
い
出
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
息
子
が
菊
章
を
受
賞

し
た
時
点
で
妻
と
も
ど
も
退
団

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

当
時
の
若
か
り
し
頃
の
想
い
出

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
多
く

の
方
達
と
の
交
流
に
感
謝
し
て

い
る
今
日
で
す
。

　

来
年
度
か
ら
「
町
会
を
脱
退

致
し
ま
す
」
と
言
う
町
会
員
が

増
え
て
い
ま
す
。
理
由
を
聞
く

と
「
来
年
順
番
制
に
よ
る
役
員

が
当
り
そ
う
だ
か
ら
」
と
言
う

こ
と
の
よ
う
だ
。
町
会
に
属
さ

な
く
て
も
、
市
の
情
報
は
常
に

入
手
出
来
る
の
も
一
つ
の
原
因

か
も
知
れ
な
い
。
人
の
世
話
を

す
る
、
お
手
伝
い
を
す
る
の
が

嫌
い
な
人
が
多
く
な
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
団
体
・
組
織
に

お
い
て
、
新
任
の
会
長
・
役
員

に
と
っ
て
前
任
者
が
ヤ
リ
手
で

あ
っ
た
こ
と
は
必
ず
し
も
い
い

話
し
で
は
な
い
。
「
前
の
会
長

は
こ
ん
な
こ
と
ま
で
や
っ
て

く
れ
た
」
「
新
し
い
体
験
も
又
、

楽
し
い
娯
楽
も
取
り
入
れ
て
す

ば
ら
し
い
会
長
だ
っ
た
」
新
任

役
職
者
に
と
っ
て
優
秀
な
前
任

者
の
あ
と
を
引
き
受
け
る
の
は

恐
怖
で
も
あ
り
逃
げ
た
く
も
な

る
が
、
し
か
し
今
は
そ
の
前
に

引
き
受
け
て
く
れ
る
後
継
者
が

少
な
く
、
特
に
老
人
ク
ラ
ブ
は

お
世
話
し
て
あ
げ
な
く
て
は
な

ら
な
い
人
が
年
ご
と
に
増
え
、

お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
人
が

極
端
に
少
な
く
な
り
先
の
見
通

し
が
た
た
な
い
。
特
に
前
役
職

者
が
優
秀
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、

後
継
者
を
選
ぶ
の
が
難
し
い

⋮
。

　

と
い
っ
た
事
を
深
く
考
え
た

訳
で
は
な
い
が
、
も
と
も
と
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
無
能
な
私
は
前

任
者
の
申
し
お
く
り
通
り
様
々

な
行
事
を
無
難
に
こ
な
し
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
十
三
年
間

務
め
て
き
ま
し
た
が
、
落
ち
ぶ

れ
ゆ
く
会
長
の
姿
を
見
か
ね
た

の
か
、
や
っ
と
の
こ
と
で
後
継

者
が
決
ま
り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
こ
と
が
で
き
安
堵
致
し
て
お

り
ま
す
。
現
会
長
さ
ん
で
自
分

は
こ
の
会
長
職
が
合
っ
て
い
る

好
き
だ
、
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
は

自
分
が
引
張
っ
て
い
く
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
会
長
さ
ん
は
体
力

が
続
く
か
ぎ
り
、
失
速
に
な
ら

な
い
程
度
に
引
き
続
き
会
長
を

続
け
て
下
さ
い
。
後
継
者
を
さ

が
し
て
い
る
会
長
さ
ん
は
、
今

は
立
派
な
リ
ー
ダ
ー
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
だ

け
普
通
の
会
長
に
な
っ
た
方
が

後
継
者
が
早
く
み
つ
か
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
よ
！　

後
継
者
な

し
で
の
引
退
は
老
人
ク
ラ
ブ
の

衰
退
を
早
め
る
最
大
の
要
因
で

あ
る
と
思
う
。

　

後
継
者
を
見
つ
け
る
事
が
老

人
ク
ラ
ブ
を
少
し
で
も
若
返
ら

せ
存
続
さ
せ
る
、
最
後
で
最
大

の
仕
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

一
九
四
五
年
三
月
十
日
、
米

軍
の
爆
撃
機
Ｂ
29
約
三
〇
〇

機
、
隅
田
川
沿
岸
の
下
町
を
襲

っ
た
。
夜
間
に
一
六
六
五
ト

ン
に
も
及
ぶ
大
量
の
焼
夷
弾

を
投
下
、
死
者
十
万
人
罹
災
者

一
〇
〇
万
人
。
歌
手
の
並
木
路

子
さ
ん
の
ご
家
族
も
こ
の
日
亡

く
な
ら
れ
た
と
か
。
近
く
の
飛

木
稲
荷
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は

炎
を
防
ぎ
延
燒
か
ら
街
を
守
っ

た
。
炭
化
し
て
真
黒
な
の
に
、

青
々
と
し
た
葉
を
つ
け
て
生
き

て
い
る
そ
う
だ
。
暑
さ
や
寒
さ

悪
条
件
の
場
所
で
も
多
く
の
植

物
が
長
生
き
で
、
生
命
の
不
思

議
を
感
じ
る
。

　

戦
時
中
、
建
物
疎
開
で
空
地

が
で
き
る
と
、
青
菜
や
大
根
を

作
っ
て
る
人
が
い
た
。
隣
の
ク

ツ
屋
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
種
屋
さ

ん
で
「
か
ぼ
ち
ゃ
作
り
た
い
、

と
言
っ
た
ら
、
あ
ん
た
に
は
作

れ
ま
へ
ん
言
わ
れ
た
、
売
る
靴

は
な
い
し
、
い
や
に
な
る
」
と

し
ょ
げ
て
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
五
十
年
目
、
松
寿

苑
に
お
世
話
に
な
る
。(

ア
ッ

生
花
教
室
が
あ
る)

嬉
し
く
て

す
ぐ
申
し
込
む
。
何
年
か
仲
間

に
入
れ
て
頂
い
た
が
、
先
生
が

変
わ
り
再
び
お
稽
古
。
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
花
の
名
前
を
書
い

て
下
さ
る
方
、
手
際
よ
く
準
備

さ
れ
る
方
達
、
初
め
て
目
に
す

る
お
花
の
多
い
こ
と
、
私
の
脳

は
喜
び
で
踊
っ
て
い
る
。
明
朗

活
発
な
先
生
、
愉
快
な
仲
間
、

最
近
は
自
分
が
生
け
た
お
花
と

会
話
す
る
楽
し
み
、
「
ア
ッ
お

花
が
私
に
話
し
か
け
た
‼
」

　

椿
、
こ
の
植
木
が
小
さ
な
つ

ぼ
み
を
付
け
は
じ
め
た
。
ピ
ン

ク
の
花
が
少
し
顔
を
の
ぞ
か
せ

て
い
た
。
そ
の
数
七
つ
八
つ
九

つ
、
あ
ち
こ
ち
の
枝
に
。
こ
の

つ
ぼ
み
が
も
う
す
ぐ
大
き
く
開

く
は
ず
。
そ
の
優
し
い
美
し
い

色
に
魅
か
れ
て
購
入
。
玄
関
横

に
植
え
る
と
い
い
か
な
と
思
い

め
ぐ
ら
す
。
そ
の
玄
関
横
は
自

慢
の
バ
ラ
の
定
位
置
だ
っ
た
。

高
さ
は
玄
関
扉
の
上
の
方
ま
で

あ
っ
た
。
ま
っ
赤
な
花
が
年
に

三
回
ぐ
ら
い
咲
き
誇
っ
て
、
そ

れ
も
大
輪
で
、
近
所
の
人
に
も

そ
の
見
事
な
バ
ラ
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
た
。

　

し
か
し
一
昨
年
の
秋
、
虫
に

葉
を
食
い
尽
く

さ
れ
て
枯
れ
て

し
ま
っ
た
。
花

や
植
木
に
何
の

知
識
も
な
く
、

対
処
の
方
法
も

解

ら

ず
、

約

三
十
年
程
の
生

命
を
終
え
た
。

一
年
程
バ
ラ
の

定
位
置
は
空
白

の
ま
ま
。
今
迄

の
バ
ラ
に
あ
り

が

と

う

の

気

持
。
や
は
り
何

も
な
い
の
は
淋

し
い
。
今
迄
の

バ
ラ
が
い
と
お
し
い
。
こ
の

空
間
を
埋
め
よ
う
と
思
っ
て
た

頃
、
植
木
市
で
椿
と
め
ぐ
り
会

っ
た
。
背
丈
が
一
三
〇
㎝
く
ら

い
。
こ
の
椿
も
以
前
の
バ
ラ
の

様
に
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
。

そ
し
て
つ
ぼ
み
が
大
き
く
花
開

く
、
そ
の
時
を
待
っ
た
。
つ
ぼ

み
は
開
い
た
が
大
き
さ
は
期
待

し
た
程
で
は
な
く
、
小
振
り
だ

っ
た
。
水
も
や
り
肥
料
も
あ
げ

た
の
に
。
椿
も
植
木
市
の
会
場

か
ら
引
越
し
て
、
新
し
い
土
に

な
じ
め
な
か
っ
た
か
と
勝
手
に

想
像
す
る
。
今
年
の
花
は
終
っ

た
が
来
年
に
は
大
き
な
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

　

花
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
、
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
今
迄
そ
ん

な
こ
と
思
わ
な
か
っ
た
。
無
関

心
だ
っ
た
。
今
は
花
が
大
好
き
。

椿
の
花長

寿
会

成
富
　
恭
彦

後
継
者新

堂
東
白
寿
会

森
迫
　
孔
征

花
と
緑
の
大
木

松
原
第
三
連
合

松
原
第
一
連
合

新
町
第
一
連
合

恵
我
連
合 松

東
福
寿
会

髙
橋
登
美
子

遠
き
想
い
出

小
川
永
寿
会

岡
嶋
　
清
一



令和 4 年（2022年）7 月発行（ 11 ）第 66 号

松
原
第
一
連
合
　
神
鳥
　
光
宏

水
ぬ
る
み
紅
梅
の
花
凛
と
咲
き

の
し
焼
の
煙
た
な
び
き
春
二
月

新
町
第
一
連
合
　
成
富
　
恭
彦

つ
つ
じ
花
笑
顔
こ
ぼ
れ
る
赤
と
白

風
そ
よ
ぎ
若
葉
ま
ぶ
し
く
輝
き
ぬ

天
美
西
連
合
　
　
角
田
ス
ミ
子

花
好
き
の
花
あ
る
暮
し
梅
雨
晴
間

夏
座
敷
誰
待
つ
と
な
く
開
け
放
ち

天
美
西
連
合
　
　
木
村
　
雅
子

数
珠
玉
を
繋
ぎ
し
こ
と
も
昔
か
な

石
仏
の
眉
目
秀
麗
小
鳥
来
る

天
美
西
連
合
　
　
山
岡
　
恵
子

瀬
の
音
に
合
の
手
入
れ
る
夕
河
鹿

遠
雷
や
此
処
も
一
雨
も
ら
ひ
た
し

松
原
第
三
連
合
　
野
田
　
節
子

診
察
は
た
っ
た
二
分
に
一
時
間
待
ち

　

予
約
時
間
の
待
合
の
椅
子

松
原
第
三
連
合
　
大
西
つ
ね
子

毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
暗
い
亊
あ
り
し

　

コ
ロ
ナ
も
早
く
靜し
ず

ま
り
願
う

松
原
第
一
連
合
　
神
鳥
　
光
宏

杉
山
を
な
が
め
て
に
く
し
花
花
粉
症

ペ
ラ
ペ
ラ
の
マ
グ
ロ
の
握に

ぎ

り
三
回
転

松
原
第
二
連
合
　
熊
谷
　
泰
子

衣
替
え
今
度
も
マ
ス
ク
そ
の
ま
ま
で

松
原
第
二
連
合
　
辻
本
　
信
子

春
雨
や
片
袖
ぬ
ら
し
ゆ
く
2

人

　

相
合
傘
の
仲
む
つ
ま
じ
き

松
原
第
二
連
合
　
本
庄
　
満
枝

午
後
八
時
酒
提
供
を
止
め
る
妻

松
原
第
二
連
合
　
喜
多
　
豊
子

無
宗
教
今
は
全
て
が
神
頼
み

松
原
第
二
連
合
　
五
味
　
道
子

「
ご
主
人
は
？
」
「
お
盆
に
帰
る
」
と
詐
欺
師
に
言
い

松
原
第
二
連
合
　
坂
本
　
廣
美

マ
ス
ク
し
て
コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
と
指ゆ
び
み
っ三
つ

　
　
松
原
第
三
連
合
　
川
柳
と
藁
字
の
会西

田
　
洋
子

朝
が
来
た
体
を
し
っ
か
り
動
か
そ
う

石
田
　
重
雄

下
落
し
て
そ
れ
が
ど
う
し
た
株
と
地
価

浦
田
　
勝
子

花
散
っ
て
葉
桜
き
れ
い
空
靑
く

建
部
　
衣
代

緑
風
に
若
き
あ
の
頃
よ
み
が
へ
る

高
橋
登
美
子

花
も
い
い
芽
の
育
つ
の
も
ま
た
楽
し

石
尾
　
弘
美

鯉
の
ぼ
り
川
面
に
映
り
生
々
と

松
原
第
三
連
合
　
野
田
　
節
子

結
婚
を
し
な
い
息
子
に
世
話
に
な
る

口
だ
け
は
元
気
で
す
よ
と
お
母
さ
ん

松
原
第
三
連
合
　
大
西
つ
ね
子

ズ
ボ
ン
丈
一
年
ご
と
に
折
り
上
げ
り

天
美
東
連
合
　
　
坂
田
　
一
美

血
圧
よ
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
ハ
イ
ス
コ
ア

孫
の
そ
ば
ス
マ
ホ
夢
中
で
顔
見
せ
て

天
美
西
連
合
　
　
山
崎
喜
美
子

身
長
を
測
る
時
だ
け
姿
勢
よ
し

病き
ず

を
持
ち
死
に
た
く
と
も
死
ね
ぬ
我
が
身
が
愛
お
し
い

天
美
西
連
合
　
　
南
野
　
明
子

夕
暮
れ
に
か
す
か
に
見
え
る
鳩
の
群
れ

外
出
や
嵐
に
出
合
い
滝
の
よ
う

天
美
西
連
合
　
　
林
　
美
保
子

マ
ス
ク
取
り
口べ

に紅
引
き
鏡
に
「
久
し
ぶ
り
」

ヒ
ト
ラ
ー
も
ひ
ど
い
奴
だ
と
指
を
さ
す

天
美
西
連
合
　
　
岩
本
チ
ズ
子

演
芸
会
ど
な
た
が
あ
や
め
か
か
き
つ
ば
た
？

久
し
ぶ
り
舞
台
で
か
が
や
く
歌
・
踊
り

天
美
西
連
合
　
　
石
田
　
盛
夫

演え

ん

げ

い

か

い

芸
大
会
三
年
ぶ
り
の
華は
な

ざ
か
り

マ
ス
ク
付
け
髪
を
か
ざ
れ
ば
皆
べ
っ
ぴ
ん

俳

句

川

柳

短

歌

マ
ス
ク
付
け
髪
を
か
ざ
れ
ば
皆
べ
っ
ぴ
ん

　

今
年
度
、
十
二
月
に
S
C

大
阪
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」
の
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

輪
投
げ
に
新
し
い
ル
ー
ル

を
加
え
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競

技
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
独

特
の
得
点
ル
ー
ル
が
有
り
、

頭
と
体
を
使
う
ゲ
ー
ム
で

す
。
手
軽
で
誰
で
も
で
き
ま

す
が
、
奥
が
深
く
、
頭
を
使

う
輪
投
げ
で
す
。

　

講
習
会
当
日
は
四
十
一
名

の
受
講
者
が
講
師
の
話
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
四

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実
技

の
講
習
や
個
人
戦
を
体
験

し
、
受
講
生
た
ち
は
本
気
で

戦
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
受
講
し
た
方
々
を

リ
ー
ダ
ー
に
各
苑
で
練
習
を

し
て
、
十
二
月
九
日
の
大
阪

大
会
出
場
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
。
苑
対
抗
戦
を
し
て
大

阪
大
会
に
出
場
す
る
メ
ン

バ
ー
を
決
め
る
予
定
で
す
。

各
苑
で
頑
張
っ
て
練
習
し
て

く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
発
部
長
　
水
野
　
清
美
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　この度の元希者クラブ松原機関紙「元希者だより」第66

号に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございました。

　本紙は今後も市老連活動の状況をはじめ、さまざまな活動

状況をお知らせするとともに、会員の生きがいづくり、地域

社会との連携をひろげる機関紙として、さらに努力を重ねて

まいります。本紙発行の趣旨をご理解いただき、引き続きご

協力を賜わりますようお願い申し上げます。

（元希者クラブ松原・広報部）

◆ ご協賛いただいた皆さまへ御礼 ◆ ◆

原
稿
募
集

　
次
号
﹁
元
希
者
だ
よ
り
﹂
第
六
十
七

号
（
令
和
五
年
一
月
号
）
に
、
会
員
皆

さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
指
定
の
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
に
収

め
、
関
連
写
真
を
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
随
想
は
お
一
人
様
二
題

ま
で
、
ま
た
文
芸
作
品
は
お
一
人
様
二

句
（
首
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
原
稿
締
切
…
十
月
七
日
㈮

■
宛　
　

先
…
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会

長
、
連
合
会
長
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。
各
苑
で
と
り
ま
と
め
、
広
報
部

員
が
部
会
に
持
参
し
ま
す
。

※
必
ず
所
属
連
合
名
と
ク
ラ
ブ
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
文
芸
作
品

の
場
合
は
種
類
と
優
先
順
位
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
（
不
明
の
場
合
は
問

い
合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
。

自然の中で一句！

元気な

子どもたち！

三苑カラオケ交流会開催！

「
な
か
ま
の
広
場
」
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
、

日
常
の
生
活
、
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
を
短
い

文
章
や
写
真
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

昨年 7月に奈良県御杖村の半夏生

園を訪れました。何匹もの鶯の声が

谷に響き渡っていました。

一句読みました。

「さえずりの谷に広がる半夏生」

（天美東連合　城連寺シニアクラブ

坂田　繁数）

近所の児童公園

子どもたちの居場所づくり

「あつまれー」　

（三宅きらく会　池田　明）

6月 11 日㈯、第 14 回

三苑カラオケ交流会が弁

天苑で開催されました。

福寿苑、つるかめ苑、弁

天苑の三苑から 34人の

方が出演し、歌声を披露

しました。


